
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）直径が７～ 40nmの一次粒径を有しており、  無機
粒子、
　（ｂ） 20～  500nmの平均粒径を有するコロイド状粒子、
　（ｃ）少なくとも 20モル％のカチオン性媒染剤部分を有する水不溶性カチオン性高分子
粒子、および
　（ｄ）  100℃未満のＴ g を有する有機ポリマーでカプセル化されている無機粒子、
を含む画像受容層を担持している支持体を含んでなる多孔質インクジェット記録要素。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、インクジェット記録要素および当該要素を使用する印刷方法に関する。より詳
細には、本発明は、種々の粒子を含有しているインクジェット記録要素に関する。
【０００２】
【従来の技術】
典型的なインクジェット記録システムまたはインクジェット印刷システムにおいては、イ
ンク液滴が、記録要素または記録媒体に向かってノズルから高速で噴射され、媒体上に画
像を生ずる。インク液滴（または記録液体）は、一般に、記録薬剤（例えば、染料または
顔料）および大量の溶媒を含んでなる。溶媒（またはキャリア液体）は、概して、水、有
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機材料（例えば、一価アルコール、多価アルコールまたはそれらの混合物）から作られて
いる。
【０００３】
インクジェット記録要素は、概して、少なくとも一方の表面に、インク受容層または画像
形成層を担持している支持体を含んでなり、このような要素には、不透明な支持体を有す
る、反射式観察を目的とするもの、および透明な支持体を有する、透過光による観察を目
的とするものが含まれる。
【０００４】
このような画像記録要素において写真画質の画像を達成および維持するためには、インク
ジェット記録要素が、
・容易に濡れ、パドリング (puddling)、すなわち隣接するインクドットの合体（不均一な
濃度につながる）がまったく無く、
・画像の滲みをまったく示さず、
・高濃度のインクを吸収し、素速く乾燥して、次のプリントまたは他の表面に接して積み
重ねられた際に要素がいっしょにブロッキングを起こすのを防止する能力を呈し、
・支持体および／または層（複数であってもよい）の間の相互作用に起因する不連続性も
しくは欠陥（例えば、亀裂、はじき、櫛筋など）をまったく示さず、
・未吸収の染料が自由表面で凝集して染料の結晶化（像形成領域においてブルーミング作
用またはブロンジング作用を生ずる）を起こさせず、
・水との接触または日光、タングステン灯、もしくは蛍光灯による輻射線との接触に由来
する退色を防止するように最適化された画像堅牢度を有する、
ものでなければならないことは周知である。
【０００５】
殆ど瞬間的なインク乾燥時間および良好な画質を同時に提供するインクジェット記録要素
が望ましい。しかしながら、記録要素が適合する必要のあるインクの組成および容量は広
範囲にわたるので、インクジェット記録媒体のこれらの要求条件を同時に達成するのは困
難である。
【０００６】
多孔質または非多孔質の支持体の片面もしくは両面に好適な画像受容層として作用する多
孔質または非多孔質の単層コーティングもしくは多層コーティングを用いるインクジェッ
ト記録要素が知られている。非多孔質コーティングを使用する記録要素は概して良好な画
質を有するけれども、インク乾燥時間が不良である。多孔質コーティングを使用する記録
要素は概してコロイド状微粒子を含有しており、不良な画質を有するけれども、優れた乾
燥時間を呈する。
【０００７】
インクジェット印刷と共に使用するための多種多様な種々のタイプの多孔質画像記録要素
が知られているけれども、当該技術分野には多くの未解決の問題があり、既知の製品には
、それらの商業的有用性を厳しく制限する多くの欠陥が存在する。多孔質画像記録層の設
計における大きい難題は、非微粒子物をできるだけ用いずに、良好な品質の、亀裂の無い
コーティングを得ることができるようにするということである。非微粒子物が多く存在し
過ぎると、画像記録層が多孔質ではなくなり、不良なインク乾燥時間を呈するようになる
。
【０００８】
欧州特許第  813,978号は、微細粒子、親水性バインダー、および油滴を含んでなるインク
吸収層が使用されているインクジェット記録要素に関する。しかしながら、この要素には
、油滴が表面に移動して、画像の外観の変化を生ずるという点において問題がある。
【０００９】
米国特許第  6,197,381号は、微細無機粒子、親水性バインダー、および 30℃以下のガラス
転移温度を有する疎水性ラテックスを含んでなるコーティング組成物からの記録シートの
製造に関する。しかしながら、この記録シートには、不良なインク乾燥時間を呈するとい
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う点において問題がある。
【００１０】
Final Program and Proceedings of IS&T NIP14, pp. 150-152は、無機コア／有機シェル
粒子を含んでなる画像受容層を有する微孔質紙に関する。これらの有機シェルはカチオン
性ポリマーである。しかしながら、これらのカチオン性ポリマーの性質または素生につい
ての言及はまったく無い。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、良好なコーティング品質を有する（とりわけ亀裂が少ない）多孔質イン
クジェット記録要素を提供することである。本発明のもう１つの目的は、印刷時に良好な
画質を呈する（とりわけ、合体が少ない）インクジェット記録要素を提供することである
。本発明のもう１つの目的は、上述の要素を使用する印刷方法を提供することである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　これらの目的および他の目的は、
　（ａ）直径が７～ 40nmの一次粒径を有しており、  無機
粒子、
　（ｂ） 20～  500nmの平均粒径を有するコロイド状粒子、
　（ｃ）少なくとも 20モル％のカチオン性媒染剤部分を有する水不溶性カチオン性高分子
粒子、および
　（ｄ）  100℃未満のＴ g を有する有機ポリマーでカプセル化されている無機粒子、
を含む画像受容層を担持している支持体を含んでなる多孔質インクジェット記録要素を含
む本発明によって達成される。
【００１３】
本発明の多孔質インクジェット記録要素は、良好なコーティング品質および印刷時の画質
を有する。
【００１４】
【発明の実施の形態】
本発明のもう１つの態様は、
I)ディジタルデータ信号に応答するインクジェットプリンターを用意する工程、
II) 上記プリンターに、上述のインクジェット記録要素を装填する工程、
III)上記プリンターに、インクジェットインク組成物を装填する工程、および
IV) 上記ディジタルデータ信号に応答して上記インクジェットインク組成物を使用して上
記画像受容層上に印刷する工程、
を含むインクジェット印刷方法に関する。
【００１５】
本発明において有用な無機粒子（ａ）の例には、アルミナ、ベーマイト、クレー、炭酸カ
ルシウム、チタニア、焼成クレー、アルミノシリケート、シリカ、または硫酸バリウムが
含まれる。これらの粒子は、多孔質であっても、非多孔質であってもよい。本発明の好ま
しい態様において、これらの無機粒子（ａ）は、金属酸化物、好ましくはヒュームド金属
酸化物である。使用してもよいヒュームド金属酸化物の好ましい例には、ヒュームドシリ
カおよびヒュームドアルミナが含まれる。ヒュームド酸化物は、乾燥形態または凝集体の
分散体として入手可能である。
【００１６】
多くのタイプの無機粒子が種々の方法によって製造され、画像受容層用に市販されており
、非常に速いインクの乾燥を得るためには、画像受容層の多孔性が必要である。これらの
粒子の間の孔は、印刷用インクがこの層を素速く通過して、外面から過ぎ去って、速乾の
印象を与えるように、十分に大きく、かつ連続的でなければならない。同時に、これらの
粒子は、それらの間に形成される孔が、可視光を散乱させないように、十分に小さいもの
となるように配置されなければならない。
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【００１７】
本発明のもう１つの好ましい態様において、上記無機粒子（ａ）は、凝集粒子の形態であ
ってもよい。これらの凝集体は、直径が７～ 40nmの、より小さい一次粒子を含んでなり、
凝集して、直径が  500nm以下となっている。さらにもう１つの好ましい態様において、上
記無機粒子（ａ）は、 50nm～  200nmの平均凝集粒径を有する。
【００１８】
本発明において有用なコロイド状粒子（ｂ）の例には、シリカ、アルミナ、チタニア、ジ
ルコニア、イットリア、または酸化アルミニウム三水和物が含まれる。これらの粒子は、
多孔質であっても、非多孔質であってもよい。
【００１９】
もう１つの好ましい態様において、上記コロイド状粒子（ｂ）は、有機粒子（例えば、高
分子粒子）であってもよい。本発明において有用な有機粒子の例は、米国特許出願番号第
09/458,401号（ 1999年 12月 10日出願）、同 09/608,969号（ 2000年６月 30日出願）、同 09/6
07,417号（ 2000年６月 30日出願）、同 09/608,466号（ 2000年６月 30日出願）、同 09/607,4
19号（ 2000年６月 30日出願）、および同 09/822,731号（ 2001年３月 30日出願）の各明細書
において開示され、請求されている。
【００２０】
本発明において有用な、少なくとも 20モル％のカチオン性媒染剤部分を含んでなる水不溶
性カチオン性高分子粒子（ｃ）は、ラテックス、水分散性ポリマー、ビーズ、またはコア
／シェル粒子（コアは有機物または無機物であり、シェルはいずれの場合においてもカチ
オン性ポリマーであるもの）の形態であってもよい。このような粒子は、付加重合もしく
は縮合重合、または両方の組み合わせの生成物であってもよい。それらは、線状、枝分か
れ、超枝分かれ、グラフト、ランダム、ブロックであってもよく、または当業者に周知の
他のポリマー微細構造を有していてもよい。また、それらは、部分的に架橋していてもよ
い。本発明において有用なコア／シェル粒子の例は、 2001年１月 26日に出願された、 Lawr
ence他の米国特許出願番号第 09/772,097号、 "Ink Jet Printing Method" の明細書におい
て開示され、請求されている。本発明において有用な水分散性粒子の例は、 2001年１月 26
日に出願された、 Lawrence他の米国特許出願番号第 09/770,128号、 "Ink Jet Printing Me
thod" 、および 2001年１月 26日に出願された、 Lawrence他の米国特許出願番号第 09/770,1
27号、 "Ink Jet Printing Method" の各明細書において開示され、請求されている。好ま
しい態様において、上記水不溶性カチオン性高分子粒子（ｃ）は、少なくとも 50モル％の
カチオン性媒染剤部分を含んでなる。
【００２１】
本発明のもう１つの好ましい態様において、使用してもよい上記水不溶性カチオン性高分
子粒子（ｃ）は、第四級アンモニウム塩部分を有するポリマーを含有しているラテックス
の形態である。さらにもう１つの好ましい態様において、上記水不溶性カチオン性高分子
粒子（ｃ）は、（ビニルベンジル）トリメチル第四級アンモニウム塩部分を有するポリマ
ーを含有しているラテックスと（ビニルベンジル）ジメチルベンジル第四級アンモニウム
塩部分を有するポリマーを含有しているラテックスとの混合物を含んでなる。
【００２２】
本発明において有用な上記水不溶性カチオン性高分子粒子（ｃ）は、非イオン性モノマー
、アニオン性モノマー、またはカチオン性モノマーから誘導することができる。好ましい
態様においては、非イオン性モノマーとカチオン性モノマーとの組み合わせが用いられる
。一般に、この組み合わせにおいて用いられるカチオン性モノマーの量は、少なくとも 20
モル％である。
【００２３】
用いることができる非イオン性モノマー、アニオン性モノマー、またはカチオン性モノマ
ーには、スチレン、α－アルキルスチレン、アルコールまたはフェノールから誘導される
アクリル酸エステル、メタクリル酸エステル、ビニルイミダゾール、ビニルピリジン、ビ
ニルピロリジノン、アクリルアミド、メタクリルアミド、直鎖および枝分かれ鎖の酸から
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誘導されるビニルエステル（例えば、酢酸ビニル）、ビニルエーテル（例えば、ビニルメ
チルエーテル）、ビニルニトリル、ビニルケトン、ハロゲン含有モノマー（例えば、塩化
ビニル）、およびオレフィン（例えば、ブタジエン）などの付加重合可能なモノマーの中
性、アニオン性、またはカチオン性の誘導体が含まれる。
【００２４】
また、用いることができる非イオン性モノマー、アニオン性モノマー、またはカチオン性
モノマーには、ポリエステル、ポリエーテル、ポリカーボネート、ポリ尿素、およびポリ
ウレタンを調製するのに使用されるものなどの縮合重合可能なモノマーの中性、アニオン
性、またはカチオン性の誘導体も含まれる。
【００２５】
本発明において用いられる上記水不溶性カチオン性高分子粒子（ｃ）は、従来の重合技法
を使用して調製することができ、このような従来の重合技法には、バルク重合、溶液重合
、乳化重合、または懸濁重合が含まれるけれども、これらに限定されるものではない。本
発明の好ましい態様において、用いられる上記水不溶性カチオン性高分子粒子（ｃ）は、
10～  500nmの平均粒径を有する。
【００２６】
使用される水不溶性カチオン性高分子粒子（ｃ）の量は、記録要素上に印刷される画像が
十分に高い濃度を有するように、十分に多くあるべきであるけれども、上記凝集体によっ
て形成される連続的な孔構造が塞がれないように、十分に少なくあるべきである。
【００２７】
本発明において使用してもよい水不溶性カチオン性高分子粒子（ｃ）の例には、米国特許
第  3,958,995号明細書に記載されているものが含まれる。これらのポリマーの具体例とし
ては、以下のポリマーが含まれる。
【００２８】
ポリマーＡ
塩化（ビニルベンジル）トリメチルアンモニウムとジビニルベンゼンと（モル比＝ 87： 13
）のコポリマー
【００２９】
ポリマーＢ
スチレン、（ビニルベンジル）ジメチルベンジルアミン、およびジビニルベンゼン（モル
比＝ 49.5： 49.5：  1.0）のターポリマー
【００３０】
ポリマーＣ
アクリル酸ブチル、メタクリル酸 2-アミノエチル塩酸塩、およびメタクリル酸ヒドロキシ
エチル（モル比＝ 50： 20： 30）のターポリマー
【００３１】
ポリマーＤ
スチレン、ジメチルアクリルアミド、ビニルベンジルイミダゾール、および塩化 1-ビニル
ベンジル  -3-ヒドロキシエチルイミダゾリウム（モル比＝ 40： 30： 10： 20）のコポリマー
【００３２】
ポリマーＥ
スチレン、 4-ビニルピリジン、および塩化  N-(2-ヒドロキシエチル )-4-ビニルピリジニウ
ム（モル比＝ 30： 38： 32）のコポリマー
【００３３】
ポリマーＦ
スチレン、塩化（ビニルベンジル）ジメチルオクチルアンモニウム、イソブトキシメチル
アクリルアミド、およびジビニルベンゼン（モル比＝ 40： 20： 34：６）のコポリマー
【００３４】
本発明において使用されるカプセル化粒子（ｄ）は、シランカップリング化学によって無
機粒子の表面を改質し、続いて "Emulsion Polymerization and Emulsion Polymers", edi
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ted by P.A. Lovell and M.S. El-Aassar, John Wiley and Sons, 1997において見出すこ
とができる乳化重合を行うことによって調製することができる。
【００３５】
無機コロイドの改質に有用なシランカップリング剤には、 3-アミノプロピルトリエトキシ
シラン、 3-アミノプロピルトリメトキシシラン、 3-アミノプロピルジエトキシメチルシラ
ン、 3-アミノプロピルジメトキシメチルシラン、 3-アミノプロピルエトキシジメチルシラ
ン、 3-アミノプロピルメトキシジメチルシラン、  N-(2-アミノエチル )-3-アミノプロピル
トリメトキシシラン、  N-(2-アミノエチル )-3-アミノプロピルトリエトキシシラン、  N-(
2-アミノエチル )-3-アミノプロピルメチルジメトキシシラン、  N-(2-アミノエチル )-3-ア
ミノプロピルメチルジエトキシシラン、 4-アミノブチルトリエトキシシラン、 4-アミノブ
チルトリメトキシシラン、  N-(2-アミノエチル )-3-アミノイソブチルメチルジメトキシシ
ラン、および Gelest catalogue, pp.105-259 (1997) において列挙されている他のシラン
カプラー剤が含まれる。本発明において使用される無機コロイドの改質にもっとも好まし
いシランカップリング剤には、 3-アミノプロピルトリエトキシシラン、 3-アミノプロピル
トリメトキシシラン、 3-アミノプロピルジエトキシメチルシラン、 3-アミノプロピルジメ
トキシメチルシラン、  N-(2-アミノエチル )-3-アミノプロピルトリメトキシシラン、  N-(
2-アミノエチル )-3-アミノプロピルトリエトキシシラン、  N-(2-アミノエチル )-3-アミノ
プロピルメチルジメトキシシラン、  N-(2-アミノエチル )-3-アミノプロピルメチルジエト
キシシランが含まれる。
【００３６】
本発明において有用なカプセル化粒子を調製するためのもう１つの方法は、カップリング
剤を使用すること無く、無機粒子の表面に有機ポリマーを直接結合させることである。も
う１つの方法は、無機粒子の存在下でモノマーを重合させることである。もう１つの方法
は、無機粒子の表面に有機ポリマーを吸着させることである。
【００３７】
本発明において用いられる無機粒子のカプセル化に使用される有機ポリマーは、  100℃未
満、好ましくは－ 50℃～ 65℃のＴ g を有する。有機ポリマーのＴ g 値を測定するための方
法は、 John Wiley & Sons, Inc. によって 1992年に発行された、 L.H. Sperling による "I
ntroduction to Physical Polymer Science", 2nd Edition に記載されている。表Ｉ中の
有機ポリマーの各々については、ポリマーを構成している個々のモノマー（ｉ）の各々か
ら誘導されるホモポリマーについてのＴ g 値の重み付き合計として、Ｔ g 値を計算した。
【００３８】
【数１】
　
　
　
　
　
　
　
【００３９】
上式中、Ｗは、有機ポリマーにおけるモノマーｉの質量％であり、Ｘは、モノマーｉから
誘導されるホモポリマーについてのＴ g 値である。各ホモポリマーについてのＴ g 値は、
John Wiley & Sons, Inc. によって 1975年に発行された、 J. Brandrup および  E.H. Imme
rgutによる "Polymer Handbook", 2nd Edition から得た。
【００４０】
本発明の好ましい態様において、上記カプセル化粒子（ｄ）の有機ポリマーを調製するの
に使用されるモノマーには、アクリレートモノマーおよびスチレンモノマーが含まれ、こ
れらのモノマーは、第四級アンモニウム基、ピリジニウム基、イミダゾリウム基、スルホ
ネート基、カルボキシレート基、またはホスホネート基などのカチオン性、アニオン性、
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または非イオン性の官能基を有していてもよい。有用なモノマーの例には、以下のモノマ
ーが含まれる。アクリル酸 n-ブチル、アクリル酸 n-エチル、アクリル酸 2-エチルヘキシル
、アクリル酸メトキシエチル、アクリル酸メトキシエトキシエチル、アクリル酸エトキシ
エチル、アクリル酸エトキシエトキシエチル、メタクリル酸 2-エチルヘキシル、アクリル
酸 n-プロピル、アクリル酸ヒドロキシエチルなど、およびカチオン性モノマー（例えば、
アクリル酸トリメチルアンモニウムエチルおよびメタクリル酸トリメチルアンモニウムエ
チルの塩、アクリル酸トリエチルアンモニウムエチルおよびメタクリル酸トリエチルアン
モニウムエチルの塩、アクリル酸ジメチルベンジルアンモニウムエチルおよびメタクリル
酸ジメチルベンジルアンモニウムエチルの塩、アクリル酸ジメチルブチルアンモニウムエ
チルおよびメタクリル酸ジメチルブチルアンモニウムエチルの塩、アクリル酸ジメチルヘ
キシルアンモニウムエチルおよびメタクリル酸ジメチルヘキシルアンモニウムエチルの塩
、アクリル酸ジメチルオクチルアンモニウムエチルおよびメタクリル酸ジメチルオクチル
アンモニウムエチルの塩、アクリル酸ジメチルドデシルアンモニウムエチルおよびメタク
リル酸ジメチルドデシルアンモニウムエチルの塩、アクリル酸ジメチルオクタデシルアン
モニウムエチルおよびメタクリル酸ジメチルオクタデシルアンモニウムエチルの塩など）
。使用することができるこれらのカチオン性モノマーの塩には、塩化物、臭化物、メチル
硫酸塩、トリフラートなどが含まれる。
【００４１】
本発明において使用される上記粒子（ｄ）を調製するのに使用することができる有機ポリ
マーの例には、ポリ  (アクリル酸 n-ブチル -co-塩化ビニルベンジルトリメチルアンモニウ
ム ) 、ポリ  (アクリル酸 n-ブチル -co-臭化ビニルベンジルトリメチルアンモニウム ) 、ポ
リ  (アクリル酸 n-ブチル -co-塩化ビニルベンジルジメチルベンジルアンモニウム ) 、およ
びポリ  (アクリル酸 n-ブチル -co-塩化ビニルベンジルジメチルオクタデシルアンモニウム
) が含まれる。本発明の好ましい態様において、上記ポリマーは、ポリアクリル酸 n-ブチ
ル、ポリアクリル酸 2-エチルヘキシル、ポリアクリル酸メトキシエチル、ポリアクリル酸
エトキシエチル、ポリ  (アクリル酸 n-ブチル -co-アクリル酸トリメチルアンモニウムエチ
ル硫酸メチル ) 、ポリ  (アクリル酸 n-ブチル -co-メタクリル酸トリメチルアンモニウムエ
チル硫酸メチル ) 、またはポリ  (アクリル酸 n-ブチル -co-塩化ビニルベンジルトリメチル
アンモニウム ) であってもよい。
【００４２】
上記カプセル化粒子（ｄ）における無機粒子の有機ポリマーに対する質量比はいずれであ
ってもよい。好ましい態様において、無機粒子の有機ポリマーに対する質量比は 20～  0.2
である。
【００４３】
以下は、本発明において使用することができる有機ポリマーでカプセル化されている無機
粒子の例である。
【００４４】
【表１】
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【００４５】
本発明の好ましい態様において、上記無機粒子（ａ）は、画像受容層の 10～ 50質量％の量
で存在しており、上記コロイド状粒子（ｂ）は、画像受容層の 50～ 80質量％の量で存在し
ており、上記水不溶性カチオン性高分子粒子（ｃ）は、画像受容層の５～ 30質量％の量で
存在しており、そして上記有機ポリマーでカプセル化されている無機粒子（ｄ）は、画像
受容層の２～ 50質量％の量で存在している。
【００４６】
上記画像受容層は、上記多孔質受容層の多孔性を変化させるには不十分な量で、高分子バ
インダーをも含有していてもよい。好ましい態様において、この高分子バインダーは、親
水性ポリマー（例えば、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ゼラチン、セル
ロースエーテル、ポリオキサゾリン、ポリビニルアセトアミド、部分的に加水分解された
ポリ  (酢酸ビニル／ビニルアルコール ) 、ポリアクリル酸、ポリアクリルアミド、ポリア
ルキレンオキシド、スルホン化もしくはリン酸化されたポリエステルおよびポリスチレン
）、カゼイン、ゼイン、アルブミン、キチン、キトサン、デキストラン、ペクチン、コラ
ーゲン誘導体、コロジアン (collodian) 、寒天、クズウコン、ガー、カラギナン、トラガ
カント、キサンタン、ラムサン (rhamsan) などである。本発明のもう１つの好ましい態様
において、上記親水性ポリマーは、ポリビニルアルコール、ヒドロキシプロピルセルロー
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ス、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ゼラチン、またはポリアルキレンオキシドで
ある。さらにもう１つの好ましい態様において、上記親水性バインダーは、ポリビニルア
ルコールである。またさらにもう１つの好ましい態様において、上記高分子バインダーは
、例えば、ポリ  (スチレン -co-ブタジエン ) 、ポリウレタンラテックス、ポリエステルラ
テックス、ポリアクリル酸 n-ブチル、ポリメタクリル酸 n-ブチル、ポリアクリル酸 2-エチ
ルヘキシル、アクリル酸 n-ブチルとアクリル酸エチルとのコポリマー、酢酸ビニルとアク
リル酸 n-ブチルとのコポリマーなどの低Ｔ g ラテックスである。高分子バインダーは、前
述の各粒子と適合するように選択されるべきである。
【００４７】
使用されるバインダーの量は、インクジェット記録要素に結合力を付与するのに十分であ
るべきであるけれども、上記凝集体によって形成される連続的な孔構造がバインダーによ
って塞がれないように、最少化させるべきでもある。本発明の好ましい態様において、上
記バインダーは、５～ 20質量％の量で存在している。
【００４８】
上記画像受容層の厚みは、５～ 40μ m 、好ましくは 10～ 20μ m の範囲にわたることができ
る。必要とされるコーティング厚は、コーティングがインク溶媒を吸収するための溜めと
して作用する必要性およびコーティング表面の近くにインクを保持する必要性によって定
まる。
【００４９】
上記画像受容層に加えて、上記記録要素は、支持体の隣に、ベース層をも含有していても
よい。このベース層の機能は、インクから溶媒を吸収することである。この層に有用な材
料は、無機粒子および高分子バインダーを含む。
【００５０】
上記画像受容層に加えて、上記記録要素は、画像受容層の上に、光沢を提供する機能を有
する層をも含有していてもよい。この層に有用な材料は、サブミクロンの無機粒子および
／または高分子バインダーを含む。
【００５１】
本発明において使用されるインクジェット記録要素のための支持体は、樹脂コート紙、紙
、ポリエステル、または微孔質材料（例えば、 Pittsburgh, Pennsylvaniaの PPG Industri
es, Inc.によって Teslin（商標）という商品名で販売されているポリエチレンポリマー含
有材料）、  Tyvek（商標）合成紙 (DuPont Corp.)、 Duraform（商標）などの含浸紙、およ
び OPPalyte（商標）フィルム (Mobil Chemical Co.)、並びに米国特許第  5,244,861号明細
書に列挙されている他の複合フィルムなどの、インクジェット受容体に通常使用されるも
ののいずれにすることもできる。不透明な支持体には、普通紙、コート紙、合成紙、写真
印画紙支持体、溶融押出コート紙、および積層紙（例えば、二軸配向支持体積層物）が含
まれる。二軸配向支持体積層物は、米国特許第  5,853,965号、同  5,866,282号、同  5,874
,205号、同  5,888,643号、同  5,888,681号、同  5,888,683号、および同  5,888,714号の各
明細書に記載されている。これらの二軸配向支持体には、紙ベースおよび紙ベースの片面
または両面に積層された二軸配向ポリオレフィンシート（概してポリプロピレン）が含ま
れる。透明支持体には、ガラス、セルロース誘導体（例えば、セルロースエステル、三酢
酸セルロース、二酢酸セルロース、酢酸プロピオン酸セルロース、酢酸酪酸セルロース）
、ポリエステル（例えば、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ポ
リ  -1,4-シクロヘキサンジメチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、およ
びこれらのコポリマー）、ポリイミド、ポリアミド、ポリカーボネート、ポリスチレン、
ポリオレフィン（例えば、ポリエチレンまたはポリプロピレン）、ポリスルホン、ポリア
クリレート、ポリエーテルイミド、およびこれらの混合物が含まれる。上記に列挙した紙
には、高品位紙（例えば、写真印画紙）から低品位紙（例えば、新聞用紙）までの広範囲
の紙が含まれる。好ましい態様においては、 Eastman Kodak Co. によって製造されている
 Ektacolorペーパーが用いられる。
【００５２】
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本発明において使用される支持体は、 50～  500μ m 、好ましくは 75～  300μ m の厚みを有
していてもよい。望まれる場合には、酸化防止剤、帯電防止剤、可塑剤、および他の既知
の添加剤を支持体に導入してもよい。
【００５３】
画像受容層の支持体に対する接着性を改良するために、画像受容層を適用する前に、支持
体の表面をコロナ放電処理に付してもよい。画像受容層の支持体に対する接着性は、支持
体上に下塗り層を塗布することによって改良することもできる。下塗り層において有用な
材料の例には、ハロゲン化フェノールおよび部分的に加水分解された塩化ビニル -co-酢酸
ビニルのポリマーが含まれる。
【００５４】
上記コーティング組成物は、水または有機溶媒のいずれから塗布することもできるけれど
も、水からの方が好ましい。全固形分は、もっとも経済的な方法において有用なコーティ
ング厚を生ずるように選ばれるべきであり、微粒子コーティング調合物においては、 10～
40質量％の固形分が典型的である。
【００５５】
本発明において用いられるコーティング組成物を、例えば、浸漬コーティング、線巻きロ
ッドコーティング、ドクターブレードコーティング、グラビアおよび反転ロールコーティ
ング、スライドコーティング、ビードコーティング、押出コーティング、カーテンコーテ
ィングなどの周知の技法のいくつかによって適用してもよい。既知の塗布方法および乾燥
方法は、 1989年 12月に発行されたリサーチディスクロージャー (Research Disclosure) 、
第 308119号の 1007～ 1008頁に、さらに詳細に記載されている。スライドコーティングが好
ましく、この場合、上記ベース層とオーバーコートとを同時に適用することができる。塗
布後、これらの層を単純な蒸発によって乾燥させるのが一般的であるけれども、対流加熱
などの既知の技法によって乾燥を促進してもよい。
【００５６】
上記コーティング組成物は、従来の前計量または後計量のコーティング方法（例えば、ブ
レードコーティング、エアナイフコーティング、ロッドコーティング、ロールコーティン
グなど）によって、基材の一方または両方の表面に適用することができる。塗布方法の選
択は操作の経済性から定まり、これは、次に、コーティング固形分、コーティング粘度、
およびコーティング速度などの調合物の仕様を決定するであろう。
【００５７】
画像受容層の厚みは１～ 60μ m 、好ましくは５～ 40μ m の範囲にわたることができる。
【００５８】
塗布後、インクジェット記録要素をカレンダー加工またはスーパーカレンダー加工に付し
て、表面の平滑性を高めてもよい。本発明の好ましい態様において、インクジェット記録
要素は、 65℃の温度、  14000 kg/m の圧力、および 0.15 m/s～  0.3 m/sの速度における高
温ソフトニップカレンダー加工に付される。
【００５９】
インクジェット記録要素に機械的耐久性を付与するために、上記において考察したバイン
ダーに対して作用する架橋剤を少量添加してもよい。このような添加剤は、層の結合力を
改良する。例えば、カルボジイミド、多官能価アジリジン、アルデヒド、イソシアネート
、エポキシド、多価金属カチオンなどの、あらゆる架橋剤を使用することができる。
【００６０】
着色剤の退色を改良するために、当該技術分野においてよく知られている紫外線吸収剤、
ラジカル失活剤、または酸化防止剤を画像受容層にさらに添加してもよい。他の添加剤に
は、ｐＨ調節剤、接着性促進剤、レオロジー調節剤、界面活性剤、殺生剤、滑剤、色素、
蛍光増白剤、艶消し剤、帯電防止剤などが含まれる。妥当な塗工性を得るために、例えば
、界面活性剤、脱泡剤、アルコールなどの、当業者に既知の添加剤を使用してもよい。コ
ーティング助剤の一般的な量は、全溶液質量に対して、 0.01～ 0.30質量％の活性コーティ
ング助剤である。これらのコーティング助剤は、非イオン性、アニオン性、カチオン性、
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または両性のものであってもよい。具体例は、 MCCUTCHEONの第１巻、 Emulsifiers and De
tergents, 1995, North American Editionに記載されている。
【００６１】
本発明の記録要素を像形成させるのに使用されるインクジェットインクは当該技術分野に
おいて周知である。概してインクジェット印刷において使用されるインク組成物は、溶媒
またはキャリア液体、染料または顔料、湿潤剤、有機溶媒、洗浄剤、増粘剤、保恒剤など
を含んでなる液体組成物である。溶媒またはキャリア液体は単なる水とすることができ、
または多価アルコールなどの他の水混和性溶媒と混合された水とすることもできる。また
、多価アルコールなどの有機材料が主たるキャリアまたは溶媒液体であるインクを使用し
てもよい。特に有用なものは、水と多価アルコールとの混合溶媒である。このような組成
物において使用される染料は、概して、水溶性の直接染料または酸性型染料である。この
ような液体組成物は、例えば、米国特許第  4,381,946号、同  4,239,543号、および同  4,7
81,758号の各明細書などの従来技術に広範に記載されている。
【００６２】
以下の例を、本発明を説明するために提供する。
【００６３】
【実施例】

乾燥質量 60ｇの  Nalco（商標） 2329コロイド状シリカ（ 40質量％溶液）および  150ｇの蒸
留水を、機械式攪拌機および窒素注入口を備えた  500mLの３つ口丸底フラスコ中で混合し
た。３ｇの 3-アミノプロピルメチルジエトキシシランを１分間かけて添加した。この混合
物のｐＨを、１モル /L（１Ｎ）のＨＣｌを用いて、ゆっくりと  4.0に調整した。この分散
液の粘度は、最初は上昇したけれども、酸の添加によって再び低下した。  1.2ｇの臭化セ
チルトリメチルアンモニウム（ＣＴＡＢ）および  0.6ｇの Triton X-100（商標）を添加し
た。この分散液を室温において１時間撹拌した。
【００６４】
上記溶液を恒温浴中で 80℃に加熱し、窒素で 30分間パージした。 0.12ｇの  2,2'-アゾビス
 (2-メチルプロピオンアミジン ) 二塩酸塩をこの反応器に添加した。この反応器に、８ｇ
のアクリル酸 n-ブチル、５ｇのメタクリル酸トリメチルアンモニウムエチル硫酸メチル（
固形分 80％）、 0.24ｇのＣＴＡＢ、 0.12ｇの  2,2'-アゾビス  (2-メチルプロピオンアミジ
ン ) 二塩酸塩、および 40ｇの脱イオン水を含んでなるモノマー乳剤を１時間かけて供給し
て、上記  Nalco（商標） 2329をカプセル化した。得られた分散液の固形分は 40質量％であ
った。
【００６５】

45ｇの  Nalco（商標） 2329コロイド状シリカ（ 40質量％溶液）および  150ｇの蒸留水を、
機械式攪拌機および窒素注入口を備えた  500mLの３つ口丸底フラスコ中で混合した。  3.0
ｇの 3-アミノプロピルメチルジエトキシシランを１分間かけて添加した。この混合物のｐ
Ｈを、１モル /L（１Ｎ）のＨＣｌを用いて、ゆっくりと  4.0に調整した。この分散液の粘
度は、最初は上昇したけれども、酸の添加によって再び低下した。  1.2ｇの臭化セチルト
リメチルアンモニウム（ＣＴＡＢ）および  0.6ｇの Triton X-100（商標）を添加した。こ
の分散液を室温において１時間撹拌した。
【００６６】
上記溶液を恒温浴中で 80℃に加熱し、窒素で 30分間パージした。 0.12ｇの  2,2'-アゾビス
 (2-メチルプロピオンアミジン ) 二塩酸塩をこの反応器に添加した。この反応器に、４ｇ
のメタクリル酸エチル、４ｇのメタクリル酸ブチル、５ｇのメタクリル酸トリメチルアン
モニウムエチル硫酸メチル（固形分 80％）、 0.24ｇのＣＴＡＢ、 0.12ｇの  2,2'-アゾビス
 (2-メチルプロピオンアミジン ) 二塩酸塩、および 40ｇの脱イオン水を含んでなるモノマ
ー乳剤を１時間かけて供給して、上記  Nalco（商標） 2329をカプセル化した。得られた分
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例１
本発明において用いられるカプセル化粒子１の合成

本発明において用いられるカプセル化粒子２の合成



散液の固形分は 19.8質量％であった。
【００６７】

45ｇの  Nalco（商標） 2329コロイド状シリカ（ 40質量％溶液）および  150ｇの蒸留水を、
機械式攪拌機および窒素注入口を備えた  500mLの３つ口丸底フラスコ中で混合した。３ｇ
の 3-アミノプロピルメチルジエトキシシランを１分間かけて添加した。この混合物のｐＨ
を、１モル /L（１Ｎ）のＨＣｌを用いて、ゆっくりと  4.0に調整した。この分散液の粘度
は、最初は上昇したけれども、酸の添加によって再び低下した。  1.2ｇの臭化セチルトリ
メチルアンモニウム（ＣＴＡＢ）および  0.6ｇの Triton X-100（商標）を添加した。この
分散液を室温において１時間撹拌した。
【００６８】
上記溶液を恒温浴中で 80℃に加熱し、窒素で 30分間パージした。 0.12ｇの  2,2'-アゾビス
 (2-メチルプロピオンアミジン ) 二塩酸塩をこの反応器に添加した。この反応器に、８ｇ
のメタクリル酸エチル、５ｇのメタクリル酸トリメチルアンモニウムエチル硫酸メチル（
固形分 80％）、 0.24ｇのＣＴＡＢ、 0.12ｇの  2,2'-アゾビス  (2-メチルプロピオンアミジ
ン ) 二塩酸塩、および 40ｇの脱イオン水を含んでなるモノマー乳剤を１時間かけて供給し
て、上記  Nalco（商標） 2329をカプセル化した。得られた分散液の固形分は 19.9質量％で
あった。
【００６９】

乾燥質量  254ｇの沈降炭酸カルシウム  Albagloss-s（商標） (Specialty Minerals Inc.) 
（ 70％溶液）、乾燥質量 22ｇのシリカゲル  Gasil（商標） 23F (Crosfield Ltd.)、乾燥質
量  2.6ｇのポリビニルアルコール Airvol（商標） 125 (Air Products)（ 10％溶液）、乾燥
質量 21ｇのスチレン－ブタジエンラテックス  CP692NA（商標） (Dow Chemicals) （ 50％溶
液）、および  0.8ｇの  Alcogum（商標） L-229 (Alco Chemicals)を混合することによって
、ベース層のためのコーティング溶液を調製した。このコーティング溶液の固形分を、水
を添加することによって、 35％に調整した。このベース層コーティング溶液を、 25℃にお
いて、ビードコーティングによって、 Ektacolor Edge Paper (Eastman Kodak Co.)上に塗
布し、 60℃において、押込空気によって乾燥させた。このベース層の厚みは、 25μ m また
は 27g/m2であった。
【００７０】
乾燥質量 15.0ｇのアルミナ Dispal（商標） 14N4-80 (Condea Vista Co.)（ 20質量％溶液）
、乾燥質量  2.4ｇのヒュームドアルミナ Cab-O-Sperse（商標） PG003 (Cabot Corp.) （ 40
質量％溶液）、乾燥質量  0.6ｇのポリビニルアルコール Gohsenol（商標） GH-17 (Nippon 
Gohsei Co. Ltd.)（ 10質量％溶液）、乾燥質量  1.2ｇの、塩化（ビニルベンジル）トリメ
チルアンモニウムとジビニルベンゼンと（モル比＝ 87： 13）のコポリマー（ 20質量％溶液
）、乾燥質量  1.2ｇの、スチレン、（ビニルベンジル）ジメチルベンジルアミン、および
ジビニルベンゼン（モル比＝ 49.5： 49.5：  1.0）のターポリマー（ 20質量％溶液）、乾燥
質量  0.9ｇのカプセル化粒子１（ 40質量％溶液）、  0.1ｇの Silwet（商標） L-7602 (Witc
o Corp) 、  0.2ｇの Silwet（商標） L-7230 (Witco Corp) 、並びに水を混合して、全体と
して  153ｇとすることによって、画像受容層のためのコーティング溶液を調製した。
【００７１】
上記画像受容層コーティング溶液を、 25℃において、ビードコーティングによって、上述
のベース層の上に塗布した。次に、この記録要素を、押込空気によって、 60℃において 80
秒間乾燥させ、続いて、 38℃において８分間乾燥させた。この画像受容層の厚みは、８μ
m または  8.6g/m2であった。
【００７２】

この要素は、カプセル化粒子１の代わりに、乾燥質量  1.0ｇのカプセル化粒子２（ 19.8質
量％溶液）を使用したことを除き、要素１と同様に調製した。
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本発明において用いられるカプセル化粒子３の合成
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【００７３】

この要素は、カプセル化粒子１の代わりに、乾燥質量  1.0ｇのカプセル化粒子３（ 19.9質
量％溶液）を使用したことを除き、要素１と同様に調製した。
【００７４】

乾燥質量 60ｇの  Nalco（商標） 2329コロイド状シリカ（ 40質量％溶液）および  150ｇの蒸
留水を、機械式攪拌機および窒素注入口を備えた  500mLの３つ口丸底フラスコ中で混合し
た。  3.0ｇの 3-アミノプロピルメチルジエトキシシランを１分間かけて添加した。この混
合物のｐＨを、１モル /L（１Ｎ）のＨＣｌを用いて、ゆっくりと  4.0に調整した。この分
散液の粘度は、最初は上昇したけれども、酸の添加によって再び低下した。  1.2ｇの臭化
セチルトリメチルアンモニウム（ＣＴＡＢ）および  0.6ｇの Triton X-100（商標）を添加
した。この分散液を室温において１時間撹拌した。
【００７５】
上記溶液を恒温浴中で 80℃に加熱し、窒素で 30分間パージした。 0.12ｇの  2,2'-アゾビス
 (2-メチルプロピオンアミジン ) 二塩酸塩をこの反応器に添加した。この反応器に、 12.7
ｇのメタクリル酸メチル、 0.26ｇのエチレングリコールジメタクリレート、 0.24ｇのＣＴ
ＡＢ、 0.12ｇの  2,2'-アゾビス  (2-メチルプロピオンアミジン ) 二塩酸塩、および 40ｇの
脱イオン水を含んでなるモノマー乳剤を１時間かけて供給して、上記  Nalco（商標） 2329
をカプセル化した。得られた分散液の固形分は 19.9質量％であった。
【００７６】
これらの粒子のＴ g は  110℃であった。この値は、少量のエチレングリコールジメタクリ
レートの存在を考慮に入れて、メタクリル酸メチルから誘導されるホモポリマーのＴ g 値
に５℃を加えることによって得たものである。
【００７７】

乾燥質量 60ｇの  Nalco（商標） 2329コロイド状シリカ（ 40質量％溶液）および  150ｇの蒸
留水を、機械式攪拌機および窒素注入口を備えた  500mLの３つ口丸底フラスコ中で混合し
た。  3.0ｇの 3-アミノプロピルメチルジエトキシシランを１分間かけて添加した。この混
合物のｐＨを、１モル /L（１Ｎ）のＨＣｌを用いて、ゆっくりと  4.0に調整した。この分
散液の粘度は、最初は上昇したけれども、酸の添加によって再び低下した。  1.2ｇの臭化
セチルトリメチルアンモニウム（ＣＴＡＢ）および  0.6ｇの Triton X-100（商標）を添加
した。この分散液を室温において１時間撹拌した。
【００７８】
上記溶液を恒温浴中で 80℃に加熱し、窒素で 30分間パージした。 0.12ｇの  2,2'-アゾビス
 (2-メチルプロピオンアミジン ) 二塩酸塩をこの反応器に添加した。この反応器に、８ｇ
のメタクリル酸メチル、５ｇのメタクリル酸トリメチルアンモニウムエチル硫酸メチル（
固形分 80％）、 0.24ｇのＣＴＡＢ、 0.12ｇの  2,2'-アゾビス  (2-メチルプロピオンアミジ
ン ) 二塩酸塩、および 40ｇの脱イオン水を含んでなるモノマー乳剤を１時間かけて供給し
て、上記  Nalco（商標） 2329をカプセル化した。得られた分散液の固形分は 19.1質量％で
あった。
【００７９】
これらの粒子のＴ g は  110℃であった。
【００８０】

この要素は、カプセル化粒子１の代わりに、乾燥質量  1.0ｇの比較用カプセル化粒子１（
19.9質量％溶液）を使用したことを除き、要素１と同様に調製した。
【００８１】

この要素は、カプセル化粒子１の代わりに、乾燥質量  0.9ｇの比較用カプセル化粒子２（
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本発明の要素３

比較用カプセル化粒子１の合成

比較用カプセル化粒子２の合成

比較用要素１

比較用要素２



19.1質量％溶液）を使用したことを除き、要素１と同様に調製した。
【００８２】

上記乾燥コーティングを、亀裂欠陥について、目視評価した。結果を表 IIに示す。
【００８３】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００８４】
上記結果は、本発明の記録要素では、比較用記録要素と比較して、優秀なコーティング品
質（とりわけ、亀裂が無いこと）が認められることを示している。
【００８５】

Color Ink Cartridge S020191/IC3CL01 を使用する染料系インクのための Epson Stylus C
olor 740プリンターを使用して、上記記録要素上に印刷した。画像は、シアン、マゼンタ
、イエロー、黒、緑、赤、および青の隣接するパッチからなり、各々のパッチは、幅が  0
.4cm、長さが  1.0cmの長方形の形とした。隣接する色パッチの間での滲みを、定性的に評
価した。第２の画像を印刷し、プリンターからの排出の直後に、軟らかい布で画像を拭っ
た。各々の記録要素の素速く乾燥する能力を、定性的に評価した。結果を表 III に示す。
【００８６】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００８７】
上記表は、本発明の記録要素が良好な画質および瞬間的な乾燥時間を有することを示して
いる。
【００８８】
本発明の他の好ましい態様を、請求項との関連において、次に記載する。
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【００８９】
［１］　（ａ）直径が７～ 40nmの一次粒径を有しており、凝集して、  500nm以下となるこ
とができる無機粒子、
（ｂ） 20～  500nmの平均粒径を有するコロイド状粒子、
（ｃ）少なくとも 20モル％のカチオン性媒染剤部分を有する水不溶性カチオン性高分子粒
子、および
（ｄ）  100℃未満のＴ g を有する有機ポリマーでカプセル化されている無機粒子、
を含む画像受容層を担持している支持体を含んでなる多孔質インクジェット記録要素。
【００９０】
［２］　前記無機粒子（ａ）が、ヒュームドアルミナまたはヒュームドシリカである、［
１］に記載の記録要素。
【００９１】
［３］　前記コロイド状粒子（ｂ）が、シリカ、アルミナ、チタニア、ジルコニア、イッ
トリア、または酸化アルミニウム三水和物である、［１］に記載の記録要素。
【００９２】
［４］　前記コロイド状粒子（ｂ）が有機粒子である、［１］に記載の記録要素。
【００９３】
［５］　前記水不溶性カチオン性高分子粒子（ｃ）が、第四級アンモニウム塩部分を有す
るポリマーを含有しているラテックスの形態である、［１］に記載の記録要素。
【００９４】
［６］　前記水不溶性カチオン性高分子粒子（ｃ）が、（ビニルベンジル）トリメチル第
四級アンモニウム塩部分を有するポリマーを含有しているラテックスと（ビニルベンジル
）ジメチルベンジル第四級アンモニウム塩部分を有するポリマーを含有しているラテック
スとの混合物を含んでなる、［１］に記載の記録要素。
【００９５】
［７］　前記水不溶性カチオン性高分子粒子（ｃ）が、 10～  500nmの平均粒径を有する、
［１］に記載の記録要素。
【００９６】
［８］　前記有機ポリマーでカプセル化されている無機粒子（ｄ）が、５ nm～ 1000nmの平
均粒径を有する、［１］に記載の記録要素。
【００９７】
［９］　前記カプセル化粒子（ｄ）を製造するのに使用される前記有機ポリマーのＴ g が
、 50℃～ 65℃である、［１］に記載の記録要素。
【００９８】
［１０］　 I)ディジタルデータ信号に応答するインクジェットプリンターを用意する工程
、
II) 前記プリンターに、［１］に記載のインクジェット記録要素を装填する工程、
III)前記プリンターに、インクジェットインク組成物を装填する工程、および
IV) 前記ディジタルデータ信号に応答して前記インクジェットインク組成物を使用して前
記画像受容層上に印刷する工程、
を含むインクジェット印刷方法。
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